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１　

は
じ
め
に

茨
城
町
は
、
茨
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東

京
都
心
ま
で
約
１
０
０
㎞
の
距
離
に
あ
る
「
水
と
緑

に
恵
ま
れ
た
田
園
都
市
」
で
す
。 

農
業
が
非
常
に
盛
ん
な
地
域
で
、
メ
ロ
ン
、
イ
チ

ゴ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ト
マ
ト
、
ニ
ン
ジ
ン
を
は
じ
め

沢
山
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
あ
る
汽
水
湖
の
涸ひ

沼ぬ
ま

※
で
は
大
粒

の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
、
ハ
ゼ
、
う
な
ぎ
等
の
水
産
物
も

採
れ
、
名
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

緑
が
多
い
茨
城
町
で
す
が
、
県
庁
所
在
地
で
あ
る

水
戸
市
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
の
顔
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

※
涸
沼
は
、
茨
城
県
中
部
の
茨
城
町
と
鉾
田
市
、
大

先進・ユニーク条例【解説】

茨城町では、関東地方唯一の汽水湖である
「涸

ひ

沼
ぬま

」の優れた環境、存在する動植物、食
文化等を将来の世代へ確実に引き継ぐことを
目的として「茨城町ラムサール条約登録湿地
涸沼に関する条例」を制定した（条例第20
号として平成27年6月29日公布、同日施行）。
涸沼は、本年5月にラムサール条約湿地への
登録を受け、町は自然環境の保全と賢明な利
用を推進している。
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洗
町
に
ま
た
が
る
関
東
唯
一
の
汽
水
湖
で
、
満
潮

時
に
は
、
那
珂
川
・
涸
沼
川
を
逆
流
し
て
海
水
が

流
れ
込
む
。
面
積
は
９
３
５
ha
、
湖
岸
延
長
は
約

22
㎞
、
最
大
水
深
６
・
５
ｍ
、
平
均
水
深
２
・
１
ｍ

と
な
っ
て
お
り
、全
国
で
29
番
目
の
大
き
さ
の
湖
。

２　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景

こ
の
条
例
の
制
定
に
至
っ
た
背
景
で
す
が
、
茨
城

町
、
鉾
田
市
及
び
大
洗
町
に
ま
た
が
る
涸
沼
が
、
平

成
27
年
５
月
28
日
（
ラ
ム
サ
ー
ル
事
務
局
の
あ
る
ス

イ
ス
時
間
）
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
※
の
湿
地
と
し
て

登
録
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
登
録
を
契
機
に
、ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
の
３
本
柱
（
湿
地
の
保
全
・
再
生
、
ワ
イ
ズ

ユ
ー
ス
、
交
流
・
学
習
）
に
つ
い
て
の
事
項
を
定
め
、

涸
沼
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
、
魚
介
類
な
ど
の
恵

み
、
食
文
化
等
に
つ
い
て
再
認
識
し
、
良
好
な
状
態

で
将
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録
は
、
世
界
遺

産
へ
の
登
録
と
は
異
な
り
、
環
境
面
で
の
評
価
の
結

果
で
あ
る
の
で
、
一
部
の
関
心
の
あ
る
方
を
除
い
て

は
、
非
常
に
分
か
り
に
く
い
と
い
う
側
面
を
持
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
難
し
い
条
約
の
中
身
を
解
説
す
る
よ
り

も
、
よ
り
身
近
な
条
例
に
お
い
て
、
基
本
理
念
等
を

定
め
た
方
が
住
民
へ
の
理
解
が
進
む
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
茨
城
町
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
涸
沼

に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

※
正
式
名
称
は
、
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際

的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
。
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
は
、
湿
原
、
沼
沢
地
、
干
潟
等
の
湿
地
は
、

多
様
な
生
物
を
育
み
、
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し

て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
湿
地
は
干
拓

や
埋
め
立
て
等
の
開
発
の
対
象
に
な
り
や
す
く
、

そ
の
破
壊
を
く
い
止
め
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
湿
地
に
は
国
境
を
ま
た
ぐ
も
の

も
あ
り
、
ま
た
、
水
鳥
の
多
く
は
国
境
に
関
係
な

く
渡
り
を
す
る
こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
取
組
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し

て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
及
び
そ
こ
に
生
息
・
生

育
す
る
動
植
物
の
保
全
を
促
し
、
湿
地
の
適
正
な

利
用
（W

ise U
se

、
一
般
に
「
賢
明
な
利
用
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。）
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
１
９
７
１
年
２
月
２
日
、
イ
ラ
ン

の
ラ
ム
サ
ー
ル
（
カ
ス
ピ
海
沿
岸
の
町
）
で
開
催

さ
れ
た
「
湿
地
及
び
水
鳥
の
保
全
の
た
め
の
国
際

会
議
」
に
お
い
て
、
本
条
約
が
採
択
さ
れ
た

（
１
９
７
５
年
12
月
21
日
発
効
）。

本
条
約
は
、
環
境
の
観
点
か
ら
本
格
的
に
作
成

さ
れ
た
多
国
間
環
境
条
約
の
中
で
も
先
駆
的
な
存

在
で
あ
り
、
現
在
で
は
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
持
続
可
能
な
利
用
（Sustainable U

se

）

と
い
う
概
念
を
、
そ
の
採
択
当
初
か
ら
賢
明
な
利

用
（W

ise U
se

）
と
い
う
原
則
で
取
り
入
れ
て

き
た
。
現
在
は
水
鳥
の
生
息
地
の
み
な
ら
ず
、
人

工
の
湿
地
や
地
下
水
系
、
浅
海
域
な
ど
も
含
む
幅

広
い
対
象
の
湿
地
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
保
全
及

び
適
正
な
利
用
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
条
約
の
適
用
上
、
湿
地
と
は
、
天
然
の
も

の
で
あ
る
か
人
工
の
も
の
で
あ
る
か
、
永
続
的
な

も
の
で
あ
る
か
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ

ず
、更
に
は
水
が
滞
っ
て
い
る
か
流
れ
て
い
る
か
、

淡
水
で
あ
る
か
汽
水
で
あ
る
か
鹹
水（
か
ん
す
い
、

注
：
塩
水
の
こ
と
）
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
沼
沢

地
、
湿
原
、
泥
炭
地
又
は
水
域
を
い
い
、
低
潮
時冬期に飛来するオオワシ
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に
お
け
る
水
深
が
６
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
海
域

を
含
む
。

日
本
に
お
い
て
は
、
１
９
８
０
年
６
月
17
日
に

加
入
書
を
寄
託
機
関
た
る
ユ
ネ
ス
コ
に
寄
託
し
、

同
年
10
月
17
日
に
効
力
が
発
生
し
た
。（
以
上
、

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

涸
沼
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
基
準

は
、「
国
際
的
に
絶
滅
の
そ
れ
の
あ
る
種
又
は
消
滅

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
生
物
群
集
を
支
え
る
上
で
の

重
要
な
湿
地
」、「
動
植
物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
重

要
な
段
階
を
支
え
て
い
る
湿
地
」、「
水
鳥
の
種
又
は

亜
種
の
個
体
数
の
１
％
以
上
を
定
期
的
に
支
え
る
湿

地
」
で
あ
る
た
め
で
す
。

具
体
的
に
は
、
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
オ
オ
セ
ッ
カ

（
ス
ズ
メ
目
セ
ン
ニ
ュ
ウ
科
）
が
生
息
し
て
い
る
こ

と
と
、
冬
期
に
飛
来
す
る
ス
ズ
ガ
モ
（
カ
モ
目
カ
モ

科
）
が
東
ア
ジ
ア
地
域
の
個
体
数
１
％
を
超
え
る

５
０
０
０
羽
程
度
が
観
測
さ
れ
る
た
め
で
す
。

図表　ラムサール条約の３本柱のイメージ図

3000羽程度が飛来するスズガモ

涸沼で発見されたヒヌマイトトンボ

先進・ユニーク条例
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３　

条
例
の
構
成

条
例
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
左
の
図
表
の
と
お
り

で
す
。

４　

条
例
の
特
徴

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
を
題
名
に
冠
す
る
条
例
は
、
他

に
は
例
が
な
く
、
こ
の
条
例
が
国
内
初
の
制
定
と
な

り
ま
す
。

条
例
の
内
容
は
、
涸
沼
の
環
境
の
保
全
の
た
め
、
町

民
等
に
法
的
な
義
務
を
課
す
条
例
で
は
な
く
、
基
本

的
な
方
向
性
や
理
念
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
２
条
第
３
号
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
「
ワ

イ
ズ
ユ
ー
ス
」
で
す
が
、
一
般
的
に
は
、「
賢
明
な

利
用
」
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
町
の
場
合
、
涸

沼
を
観
光
や
地
域
振
興
の
核
と
し
て
活
用
し
た
い
こ

と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
を
込
め
て
、「
賢

明
な
利
用
及
び
活
用
」
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
涸
沼
は
、
茨
城
町
と
鉾
田
市
、
大
洗
町
に

ま
た
が
っ
て
い
る
の
で
、
条
例
の
属
地
性
に
も
留
意

し
な
が
ら
作
成
し
ま
し
た
。

５　

各
条
文
の
説
明

そ
れ
で
は
、
こ
れ
よ
り
各
論
と
し
て
条
例
の
各
条

文
の
説
明
に
移
り
ま
す
。

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

湿
地
涸
沼
の
環
境
の
保
全
・
再
生
、ワ
イ
ズ
ユ
ー

ス
、
交
流
・
学
習
等
に
関
し
て
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
涸
沼
の
優
れ
た
環

境
、
存
在
す
る
動
植
物
、
食
文
化
等
を
将
来
の

図表　条例の構成
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世
代
へ
確
実
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
条
例
は
、
平
成
27
年
５
月
28
日
（
ラ
ム
サ
ー

ル
事
務
局
の
あ
る
ス
イ
ス
時
間
）
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
に
登
録
さ
れ
た
涸
沼
（
茨
城
町
の
区
域
内
に
限

る
。）
の
環
境
の
保
全
・
再
生
、
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
、

交
流
・
学
習
等
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
て
、

涸
沼
の
優
れ
た
環
境
、
存
在
す
る
動
植
物
、
食
文
化

等
を
将
来
の
世
代
へ
確
実
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
定
め
ま
す
。

（
定
義
）

第
２
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

（
１
）
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約　

特
に
水
鳥
の
生
息

地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る

条
約
を
い
う
。 

（
２
）
涸
沼　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ

た
涸
沼
の
う
ち
、
茨
城
町
（
以
下
「
町
」
と

い
う
。）
の
区
域
内
に
存
す
る
も
の
を
い
う
。

（
３
）
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス　

賢
明
な
利
用
及
び
活

用
を
い
う
。

（
４
）
町
民
等　

町
民
、
事
業
者
及
び
町
内
へ

の
来
訪
者
を
い
う
。

こ
の
条
例
の
中
で
使
わ
れ
る
用
語
の
定
義
に
つ
い

て
記
載
し
て
い
ま
す
。

第
１
号
で
は
、「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
を
、「
特
に

水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関

す
る
条
約
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

第
２
号
で
は
、「
涸
沼
」
を
、
一
級
河
川
涸
沼
川

の
う
ち
、
沼
（
汽
水
湖
）
の
形
状
を
有
し
て
い
る
区

域
（
茨
城
町
の
区
域
内
）
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
平
成
27
年
環
境
省
告
示
第
79
号
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
区
域
の
う
ち
、
茨
城
町
の
区
域
内
を
い

い
ま
す
。

第
３
号
で
は
、「
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
」
を
、
涸
沼
の

生
態
系
を
維
持
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
惠
み

を
持
続
的
に
利
用
及
び
活
用
す
る
こ
と
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
一
般
的
に
、
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
は
、「
賢
明
な
利

用
」
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
茨
城
町
で
は
利
用
す
る
だ

け
で
な
く
、
涸
沼
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

を
踏
ま
え
、賢
明
な
利
用
及
び
活
用
と
し
て
い
ま
す
。

第
４
号
で
は
、「
町
民
等
」
を
、
町
民
、
町
内
に

住
所
を
有
す
る
事
業
者
、
町
内
へ
の
来
訪
者
、
町
内

で
事
業
を
行
う
事
業
者
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

（
基
本
理
念
）

第
３
条　

涸
沼
は
、
過
去
か
ら
引
き
継
が
れ
た
貴

重
な
財
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
町
民
等
の
憩
い

の
場
で
あ
り
、
環
境
の
保
全
・
再
生
及
び
ワ
イ

ズ
ユ
ー
ス
を
行
い
な
が
ら
、
交
流
・
学
習
の
場

を
設
け
、
そ
の
価
値
と
魅
力
を
理
解
し
、
将
来

の
世
代
に
良
好
な
状
態
で
引
き
継
い
で
い
く
も

の
と
す
る
。

涸
沼
は
、
過
去
か
ら
引
き
継
が
れ
た
貴
重
な
財
産

で
あ
り
、
町
民
等
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
素
晴
ら
し
い
涸
沼
を
、
環
境
の
保
全
・
再
生
、

ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
、
交
流
・
学
習
を
行
い
な
が
ら
、
将

来
の
世
代
に
少
し
で
も
良
好
な
状
態
で
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
を
、こ
の
条
例
の
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

（
町
の
役
割
）

第
４
条　

町
は
、
前
条
に
規
定
す
る
施
策
を
実
施

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
な
体
制
整
備
、
予
算

措
置
等
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

町
は
、
涸
沼
の
環
境
の
保
全
・
再
生
、
ワ
イ
ズ
ユ
ー

ス
、
交
流
・
学
習
の
場
に
関
す
る
施
策
を
重
要
な
施

策
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
野
は
広
範

囲
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
町
内
部
の
関
係
部
局
と
の

連
携
の
強
化
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
施
策
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
予
算
、
組
織
体
制
及
び
人

員
に
つ
い
て
、
措
置
を
し
て
い
き
ま
す
。 

（
町
民
等
の
役
割
）

第
５
条　

町
民
等
は
、
涸
沼
の
環
境
を
率
先
し
て

保
全
・
再
生
す
る
と
と
も
に
、
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
を

心
掛
け
、
交
流
・
学
習
を
行
い
、
そ
の
価
値
と

魅
力
を
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

町
民
等
は
、
涸
沼
の
環
境
の
保
全
・
再
生
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
を
心
掛
け
、
交
流
・

学
習
を
行
い
、
そ
の
価
値
と
魅
力
を
理
解
に
努
め
る

よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
国
、
県
及
び
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
携
）

第
６
条　

町
は
、
涸
沼
の
環
境
の
保
全
・
再
生
、

先進・ユニーク条例
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ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
、
交
流
・
学
習
等
に
関
し
、
国
、

県
及
び
そ
の
他
関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
も
の

と
す
る
。

町
は
、各
取
組
み
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、国
、

県
及
び
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
相
互
の
連
携
や
情

報
交
換
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
委
任
）

第
７
条　

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必

要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
、
必
要
と
な
る
事
項
に

つ
い
て
は
、
規
則
等
で
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
設
け
て

い
ま
す
。

　

附　

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
則
で
は
、
こ
の
条
例
が
実
際
に
効
力
を
発
揮
す

る
日
を
定
め
て
い
ま
す
。

６　

現
在
の
状
況
と
今
後
の
展
望

本
町
で
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
前
か
ら
、
涸
沼
の

環
境
保
全
や
観
光
振
興
等
に
関
す
る
取
組
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た

こ
と
を
契
機
と
し
て
、
本
条
例
に
規
定
す
る
基
本
理

念
等
に
従
い
、よ
り
一
層
の
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

折
し
も
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
時
期

が
地
方
創
生
と
い
う
潮
流
の
ま
っ
た
だ
な
か
で
あ
っ

た
た
め
、
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
交
付
金
（
地
方
創
生
先
行
型
）
を
用
い
、
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
、
農
家
民
泊
に
よ
る
宿
泊
受
入

事
業
、
体
験
型
観
光
農
園
の
整
備
事
業
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

ま
た
、
涸
沼
を
通
じ
て
隣
接
し
て
い
る
鉾
田
市
及

び
大
洗
町
と
、ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
「
涸
沼
」

を
生
か
し
た
広
域
観
光
等
推
進
事
業
と
し
て
、
地
域

活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
（
地

方
創
生
先
行
型
）
先
駆
的
事
業
分
（
タ
イ
プ
Ⅰ
）
を

内
閣
府
に
申
請
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
採
択

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
今
後
、
隣
接
市
町
と
も
一
体
と

な
っ
て
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
色
々
な
取
組

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
各
団
体
、
地
元

大
学
等
と
も
連
携
し
た
取
組
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
町
で
は
、ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
の
は
、

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
位

置
付
け
て
お
り
、
過
去
か
ら
引
き
継
が
れ
た
貴
重
な

涸
沼
を
、
環
境
の
保
全
・
再
生
及
び
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス

を
行
い
な
が
ら
、
交
流
・
学
習
の
場
を
設
け
、
そ
の

価
値
と
魅
力
を
理
解
し
、
将
来
の
世
代
に
良
好
な
状

態
で
引
き
継
い
で
い
く
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

図表　ラムサール条約登録湿地涸沼に関する事業一覧（抜粋）

案内看板の設置

ボランティアガイドの養成

小中学校における環境学習の場の創設

涸沼写真展の開催

のぼり旗・懸垂幕・横断幕等の設置

プロモーションビデオの作成

住民意識調査の実施

サインボード・マップ等の作成（大学院生の提案による）

野鳥観察台の設置 

茨城町涸沼環境フェスティバルの開催

涸沼環境学習会の開催

ハゼ釣り大会の開催 

町内小中学校における環境学習シンポジウムの開催

涸沼を題材にしたフォトコンテストの実施

町立公園等のトイレ改修

新たなブランド米の創設 

農家民泊による宿泊受入事業 （地方創生先行型交付金）

体験型観光農園の整備（地方創生先行型交付金）

観光ボランティア育成事業（地方創生先行型交付金）

ラムサール条約登録湿地「涸沼」を生かした広域観光等推進
事業（地方創生先行型交付金：タイプⅠ）

地域おこし協力隊の配置


